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―
―
大
日
本
水
産
会
が
真
藤
氏
へ
贈
る

北
洋
漁
業
の
開
拓
者

政
治
家
緒
方
竹
虎
氏
の
支
柱

理
事
長
兼
館
長
　
始
＝

わ
踏

今
夏
の
常
軌
を
逸
し
た
酷
暑
は
夏
休
み

期
間
中
の
入
館
者
滅
と
な
っ
て
は
ね
返
り

ま
し
た
。
待
て
ど
暮
ら
せ
ど
１
人
も
訪
れ

ず
、
ゼ
ロ
を
記
録
し
た
日
も
あ
り
ま
し
た
。

た
ま
に
汗
び
っ
し
ょ
り
で
入
っ
て
こ
ら
れ
る

と
、
受
付
け
の
女
性
は
さ
な
が
ら
「お
客
様

は
神
様
で
す
」
の
思
い
を
し
た
そ
う
で
す
。

最
近
、
別
館
横
に
あ
る
「真
藤
慎
太
郎

翁
喜
寿
像
」
Ｈ
写
真
上
＝
に
つ
い
て
質
問
を

受
け
ま
し
た
。
当
館
と
の
関
係
が
い
ま
ひ

と
つ
は
っ
き
り
し
な
い
の
が
原
因
で
し
ょ

う
。
像
の
高
さ
は
７０
セ
ン
チ
と
さ
し
て
大

き
く
あ
り
ま
せ
ん
。
館
便
り
第
３
号
（平

成
２
年
１
月
）
に
建
立
ま
で
の
い
き
さ
つ

が
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

Ｆ
」
の
寿
像
は
、
昭
和
三
十
四
年
、
真
藤

先
生
七
十
七
歳
、
即
ぢ
喜
寿
の
視
い
に
日

本
水
産
会
か
ら
贈
塁
さ
れ
た
も
の
と
聞
く
。

（中
略
）
ン」
の
立
派
な
像
が
能
古
博
物
館
に

立
つ
出
来
は
、
博
物
館
の
設
立
は
財
団
法

人
亀
陽
文
庫
で
、
そ
の
創
始
者
が
翁
で
あ

る
。寿
像
は
、当
初
、東
京
千
代
口
区
霞
ヶ
関

の
真
藤
邸
に
。

先
生
劉
宛
去
硲

和
四
十
六
年

一

月
）
の
後
は
、
後

嗣
の
真
藤
辰
五

郎

（映
画
俳
優

・進
藤
英
太
郎
）氏
の
横
浜
邸
に
移
さ
れ
た
。

後
に
亀
陽
文
庫
の
設
立
を
聞
か
れ
た
英
太

郎
さ
ん
か
ら
翁
寿
像
を
福
岡
に
移
し
て
は

ど
う
か
と
話
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
昭
和

五
十
二
年
英
太
郎
さ
ん
御
死
去
。
そ
の
後
、

御
息
女
の
真
藤
嘉
世
子
さ
ん
か
ら
、
父
も

言
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
と
な
っ
て
現
立

地
を
得
た
次
第
で
あ
る
。
」
（当
時
の
当
館
理

事
長
庄
野
寿
人
氏
記
す
）

映
画
俳
優
・進
藤
英
太
郎
の
名
前
に
懐

か
し
さ
を
覚
え
る
の
は
大
正
か
ら
昭
和
ヒ

ト
ケ
タ
生
ま
れ
の
方
々
で
し
ょ
う
。
悪
役

が
得
意
の
個
性
派
俳
優
を
東
映
映
画
の

時
代
劇
で
見
た
記
憶
が
あ
り
ま
え

さ
り
な
が
ら
銅
像
の
主
真
藤
慎
太
郎

氏
に
つ
い
て
は
つ
い
ぞ
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
九
年
に
当
館
の
運
営
に
携
わ
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
、
福
岡
市
出
身
で
北
洋
漁

業
の
開
拓
者
で
あ
り
、
郷
上
が
生
ん
だ
政

治
家
緒
方
竹
虎
氏
の
有
力
な
後
援
者
だ
っ

た
、と
い
っ
た
知
識
を
得
ま
し
た
。

今
号
は
真
藤
慎
太
郎
氏
の
遠
縁
に
当

る
安
松
淳
祐
さ
ん
（友
の
会
会
員
）
に
「東

京
の
お
い
さ
ん
」
と
題
し
て
鋼
像
の
主
の

横
顔
を
寄
稿
し
て
頂
き
ま
し
た
。
安
松
さ

ん
は
最
近
ま
で
銅
像
の
存
在
を
知
ら
な
か

っ
た
そ
う
で
す
。（２
、
３
面
に
関
連
記
事
）
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古
希
を
過
ぎ
、
ど
う
や
ら
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
に
も
終

止
符
を
打
っ
た
の
を
契
機
に
、
す」
れ
ま
で
い
さ
さ
か
疎
還
で

あ
っ
た
高
校
時
代
の
岡
級
生
と
、
旧
交
を
温
め
る
こ
と
が

多
く
な
っ
た
。

つ
い
先
頃
、
そ
の
中
の
１
人
で
、
現
在
千能
古
博
物
館
」
の

運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
Ｎ
君
か
ら

「友
の
会
」
入
会
の
お
誘

い
が
送
ら
れ
て
き
た
。

縁
続
き
の
私
と
し
て
は
、
は
な
は
だ
勉
強
不
足
な
話
だ

が
、
添
付
さ
れ
た
資
料
か
ら
、
大
叔
父
真
藤
慎
太
郎
の
鋼

像
が
敷
地
内
に
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。
し
か
も
東

京
の
自
宅
に
あ
っ
た
像
が
、
色
々
な
方
の
お
骨
折
り
で
、
ふ

る
さ
と
に
帰
る
に
至

っ
た
経
緯
が
事
細
か
に
書
い
て
あ
っ

た
。思

い
起
こ
せ
ば
、
私
が
知
る
「東
京
の
お
い
さ
ん
」
は
、
年

齢
に
し
て
７０
歳
頃
か
ら
こ
の
世
を
去
っ
た
８８
歳
ま
で
の
２０

年
足
ら
ず
で
、
そ
れ
も
親
戚
と
し
て
の
側
面
だ
け
で
あ
る

が
、
私
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
少
し
触
れ
さ
せ
て
頂
き
た
い
。　
　
楽
し
み
だ
っ
た
。

☆

タ
イ
ト
ル
の
「東
京
の
お
い
さ
ん
」
と
は
、
当
時
、
私
の
母

が
「真
藤
慎
太
郎
」
を
話
す
と
き
の
愛
称
で
あ
る
。

簡
単
に
，お
い
さ
ん
」
と
の
関
係
を
説
明
す
る
と
、
母
は

家
系
図
に
あ
る
「利
苦

・
ナ
ツ
」
の
３
女
「ト
ク
」
の
子
女
で
、

従
っ
て
弟
の

「お
い
さ
ん
」
は
母
の
正
真
正
銘
の
叔
父
に
当

り
、
私
か
ら
は
大
叔
父
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
い
つ
の
頃
か

ら
か
私
も
自
然
と

「東
京
の
お
い
さ
ん
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
。
◇
真
藤
家
の
系
図
◇
　
（昭
和
３９
年
１１
月
現
こ

＝
「真
翁
聞
き
か
き
」か
ら
転
載

父

　

利

者

☆

特
に
高
校
、
大
学
へ
の
進
学
や
社
会
に
出
る
と
き
な
ど
、

私
の
人
生
の
節
目
に
は
、
い
ろ
い
ろ
示
唆
に
富
む
話
を
開
か

せ
て
も
ら
い
、
今
で
も
そ
れ
は
私
の
生
き
方
の
指
針
の
ひ
と

つ
に
な
っ
て
い
る
。

昭
和
４５
年
１０
月
、
米
寿
の
祝
い
に
母
と
出
席
し
た
の
が

最
後
の
出
会
い
に
な
っ
た
。

☆

「お
い
さ
ん
」
が
他
界
し
て
４０
年
、
ど
う
や
ら
私
も
初
め

て
会
っ
た
時
の
「お
い
さ
ん
」
の
年
齢
に
達
し
た
。
Ｎ
君
の
お

陰
で
、
期
せ
ず
し
て
、
「お
い
さ
ん
」
と
〃再
会
〃
出
来
る
の
も

何
か
の
ご
縁
で
あ
ろ
う
か

ｏ
・
・
。

猛
暑
の
日
々
が
落
ち
着
い
て
き
た
９
月
中
旬
、
私
は
、
「鋼

像
の
お
い
さ
ん
」
と
初
め
て
対
面
し
た
。
「お
い
さ
ん
」
は
す

っ
か
り
小
柄
に
な
っ
て
い
た
。

（や
す
ま
つ
　
じ
ゅ
ん
す
け
　
一憂
山
部
ガ
ス
情
報
シ
ス
テ
ム
佛
社
長

・
７３
歳
）

竹
馬
の
友

！緒
方
竹
虎
氏
と
の
出
会
い

幼
い
こ
ろ
真
藤
慎
太
郎
氏
と
緒
方
竹
虎
氏
が
結
ん
だ
友
情
は

終
生
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
館
便
り
第
３
号
（平
成
２

年
１
月
）
掲
載
の
「真
翁
聞
き
が
き
」
は
そ
の
出
会
い
を
次
の
よ
う

に
伝
え
る
。

×

ぼ
く
は
、
明
治
十
六
年
七
月
、
福
岡
市
紺
屋
町
（中
央
区

大
名
１
丁
目
）
、
父
利
吉
、
母
ナ
ツ
の
長
男
に
生
ま
れ
た
。
姉

二
人
の
次
に
、
ぼ
く
以
下
弟
二
人
の
六
人
姉
弟
で
あ
る
。
父

の
身
長
五
尺
八
寸

（
１
・
７６
財
）
、
当
時
と
し
て
は
大
男
。
姉

も
自
分
た
ち
も
み
ん
な
父
親
に
似
て
大
柄
、
ぼ
く
は
子
供

相
撲
に
よ
く
出
さ
れ
た
。
（中
略
）

付
属
（福
岡
師
範
学
校
付
属
小
学
校
高
等
科
）
時
代
に
、

母
　
　
チ

ツ

エ

ン

　

（
明

治

八

年

生

　

一局
島

姓

で

箱

崎

に

現

存

九

十

オ

）

ヵ

メ

　

　

（
東

映

俳

優

　

進

藤

英

太

郎

の

母

）

ト

ク

慎

太

郎

藤

者

郎

利

〓
一
郎

（
明

治

廿

二

年

生

　

岡

本

家

に

養

子

、

業

院

川

端

に
健

在

七

十

六

オ

）

「お
い
さ
ん
」
の
存
在
は
、
以
前
か
ら
知
っ
て
は
い
た
が
、

直
接
、
顔
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
中
学
２
年
生

の
頃
で
あ
る
。
当
時

（昭
和
２５
年
頃
）
、
我
が
家
は
父
が
亡

く
な
り
、
母
が
働
き
な
が
ら
、
私
を
筆
頭
に
４
人
の
息
子

を
育
て
て
い
る
環
境
に
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
事
に
同
情
し
、

何
か
と
助
言
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
事
の
始
ま

り
で
あ
る
。

そ
の
頃
冷お
い
さ
ん
」
は
東
京
に
居
を
構
え
、
時
折
、
来
福

す
る
生
活
で
あ
っ
た
が
、
来
橋
す
る
と
決
っ
て
、
私
は
母
に

同
行
し
て
ホ
テ
ル
を
訪
ね
た
も
の
で
あ
る
。
面
談
中
は
柔

道
で
鍛
え
た
巨
体
に
似
合
わ
ず
、
孫
に
接
す
る
よ
う
に
、
い

つ
も
柔
租
で
、
穏
や
か
な
態
度
で
接
し
て
く
れ
、
会
う
の
が

/
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緒
方
竹
虎
と
そ
の
両
見
の
雄
平
、
大
象
、
そ
れ
に
中
野
正

剛
が
そ
れ
ぞ
れ
学
年
の
違
い
は
あ
る
が
一
緒
に
な
っ
た
こ

と
が
あ
る
。

ぼ
く
は
明
治
十
六
年
七
月
、
竹
虎
は
二
十

一
年

一
月
、
数

え
年
で
五
歳
違
い
で
あ
る
が
、
〓
一月
を
区
切
り
に
早
生
ま
れ
、

遅
生
ま
れ
で
学
年
令
が
前
後
す
る
の
で
、
竹
虎
と
は
四
学

年
差
が
あ
っ
た
が
、
竹
虎
は
成
績
抜
群
、
小
学
校
で
学
年
飛

び
越
し
進
級
と
な
り
、
ア」
れ
に
学
期
中
に
上
級
編
入
が
あ

っ
て
、
ぼ
く
と
一
学
年
差
に
な
っ
て
い
た
。

緒
方
三
兄
弟
は
、
学
業
優
秀
だ
け
で
な
く
揃
っ
て
温
厚

君
子
型
で
、
少
年
仲
間
に
も
敬
意
を
持
た
れ
て
い
た
。
た
だ
、

ぼ
く
と
竹
虎
は
ウ
マ
が
合
い
、
登
下
校
を
一
緒
に
歩
い
た
。

（後
略
）

真
藤
、
緒
方
、
出
光
の
誓
い

コ
一十
年
は
死
な
ぬ
、
死
ん
で
は
な
ら
ぬ
」

～
出
光
佐
三
氏
の
回
顧
～

緒
方
君
（緒
方
竹
虎
氏
）
が
戦
犯
容
疑
、
引
き
続
き
追
放

と
な
り
、
外
出
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
歌
舞
伎

座
の
隣
り
の
私
の
会
社
（鶴
光
興
産
）
全

一、
二
日
お
き
に
顔

を
出
さ
れ
た
。
そ
の
頃
は
甘
い
も
の
が
な
か
な
か
手
に
入
ら

な
い
時
で
あ
っ
た
が
、
会
社
の
近
所
に
は
わ
り
と
菓
子
屋
が

多
か
っ
た
。
緒
方
君
は
有
名
な
甘
党
で
あ
っ
た
か
ら
、
会
社

の
美
人
の
秘
書
が
、
大
い
に
甘
い
も
の
を
サ
ー
ビ
ス
し
て
同

氏
を
満
悦
さ
せ
た
。
真
藤
慎
太
郎
君
も
、
盛
ん
に
訪
ね
て
き

て
は
甘
い
菓
子
を
ね
だ
っ
た
。
（中
略
）

甘
い
も
の
を
囲
ん
で
緒
方
君
は
ジ
ュ
ン
ジ
ュ
ン
と
論
じ
ら

れ
、
辛
い
舞
台
で
は
真
藤
君
の
声
が
高
い
の
が
普
通
だ
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
二
人
は
、
国
難
が
余
り
に
も
深
刻
な
の
を
見
て
、

ど
う
し
て
も
二
十
年
は
死
な
ぬ
、
死
ん
で
は
な
ら
ぬ
と
堅
く

誓
い
あ
っ
た
。
（中
略
）

緒
方
は
利
権
に
無
関
心
だ
か
ら
―
・と
真
藤
君
は
口
癖

の
よ
う
に
悦
ん
だ
。
緒
方
君
を
清
浄
無
垢
に
終
始
さ
す
の
は
、

友
人
の
責
任
で
あ
る
と
二
人
は
云
い
あ
っ
た
。
真
藤
君
が
資

金
集
め
が
下
手
だ
と
評
判
さ
れ
た
の
も
、
自
縄
自
縛
の
感
が

な
い
で
も
な
い
。
（中
略
）

緒
方
君
は
二
十
年
長
生
き
の
約
束
を
反
古
に
し
て
先
に

行
っ
た
。
（中
略
）
ち
と
ひ
ど
過
ぎ
や
し
な
い
か
と
情
け
な
く

思

っ
て
居

る
。
（後

略

）
＝
『回
想
の
緒
方
竹
虎
』
昭
和
３‐
年
４
月
発
行

＝
か
ら
転
載

緒
方
竹
虎
氏
略
歴
　
１
８
８
８
（明
治
拠
）年
１
月
３０
日
山
形

県
生
ま
れ
。
幼
時
、
官
吏
で
あ
っ
た
父
道
平
の
任
地
福
岡
に
移
る
。

修
猷
館
卒
後
、
東
京
高
商
中
退
、
早
大
専
門
部
政
緑
科
幕
。
１
９

１
１
年
朝
日
新
聞
社
入
社
。
２５
年
東
京
編
集
局
長
。
３６
年
二
二
一

六
事
件
の
際
、
朝
日
新
聞
襲
撃
の
一隊
に
沈
着
に
応
接
、
事
な
き
を

得
る
。
同
年
朝
日
新
聞
主
筆
・専
務
取
締
役
。
４３
年
副
社
長
。
４４
年

小
磯
、
米
内
内
閣
の
回
務
相
・情
報
局
総
裁
。
テ」
の
間
、
中
国
要
人

を
介
し
て
田
中
和
平
工
作
を
図
る
が
、
重
光
葵
ら
の
反
対
で
失
敗
。

敗
戦
後
の
東
久
遍
内
閣
の
国
務
相
・内
閣
書
記
官
長
。
４５
年
１２
月

戦
犯
容
疑
者
に
指
名
（４７
年
解
除
）
さ
れ
、
４６
年
８
月
公
職
追
放
。

追
放
解
除
後
の
５２
年
１０
月
衆
院
に
初
当
選
。
第
４
、
５
次
吉
田
内

閣
の
官
房
長
官
、
副
総
理
。
５４
年
吉
田
内
閣
総
辞
職
に
際
し
て
は
、

衆
議
院
解
散
を
主
張
す
る
吉
田
総
理
を
説
得
、
士口
田
辞
任
後
、
自

由
党
総
裁
に
就
任
、
５５
年
の
保
守
合
同
（自
由
民
主
党
を
結
成
）

を
推
進
、
鳩
山
首
相
の
後
継
者
と
目
さ
れ
た
が
、
５６
年
１
月
２８
日
、

６７
歳
で
死
去
。
著
書
に
『
人
間
中
野
正
剛
只
５‐
年
）
、
翌
軍
人
の
生

涯
―
十
回
想
の
米
内
光
政
只
５５
年
）
が
あ
る
。

出
光
佐
三
氏
略
歴
　
１
８
８
５
（明
治
１８
）年
８
月
２２
日
福
岡

県
生
ま
れ
。
父
は
藍
問
屋
。
旧
制
福
岡
商
業
、
神
戸
高
商
卒
。
一
介

の
丁
稚
と
し
て
神
戸
の
貿
易
商
社
酒
井
商
会
に
入
り
実
務
を
身

に
つ
け
る
。
１
９
１
１
年
独
立
し
て
門
司
に
出
光
商
会
（の
ち
出

光
興
産
と
改
称
）
を
創
業
。
「大
地
域
小
売
業
」
を
目
指
し
、
九
州

地
区
を
制
圧
し
て
朝
鮮
、
中
国
、
南
方
へ
進
出
す
る
。
敗
戦
に
よ
る

打
撃
は
大
き
か
っ
た
が
、
「家
族
主
義
経
営
」と
「民
族
資
本
・民
族

経
営
」
に
立
脚
し
た
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
、
独
特
の
事

業
展
開
を
み
せ
る
。
特
に
備
年
に
は
石
油
国
有
化
を
果
た
し
た
ば

か
り
の
イ
ラ
ン
か
ら
自
社
タ
ン
カ
ー
日
章
丸
に
よ
っ
て
大
量
の
石

油
を
輸
入
、
大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ
。
５７
年
、
徳
山
精
油
所
を
完

成
、
初
め
て
輸
入
。製
油
・販
売
ま
で
一貫
し
た
経
営
体
制
を
実
現

す
る
。
６６
年
社
長
を
退
き
、
会
長
に
就
任
。
７２
年
店
主
と
な
る
。
８‐

年
３
月
７
日
、
９７
歳
で
死
去
。

桜の木の下に待む「真藤慎太郎翁喜寿像」

(能古博物館サポーターズクラブ
・伊藤公夫さん描く)

元帥服といわれた日魯漁業鶴
の制服を着用した真藤慎太郎氏
=「真翁聞きかき」より転載 ・昭
和 10年撮影=注 :同氏は昭和
9年 ・同社専務取締役に就任。

「真翁聞きかき」の表紙

昭和39年、真藤慎太郎氏の長寿を祝う会が福岡市で開か
れた。席上、出席者に記念品として和本仕立ての『真翁聞きか
き』(真藤慎太郎先生寿筵会発行リト売品)が贈られた。真藤氏
が自らの前半生を語り、進藤一馬福岡市長が序文を書いた。



能古博物館だより 2010年 (平成22年)10月 141

福
岡
藩
西
部
の
貴
重
な
民
間
記
録

早
船
正
夫
（代
表
）ら
６
人
で
研
究

能
古
博
物
館
は
、
江
戸
期
の
古
辞
学
者
亀
井
南
冥
一門
の

遺
品
、
関
係
資
料
を
集
め
た
「亀
陽
文
庫
転
で
有
名
で
あ
る

が
、
筑
前
五
カ
浦
廻
船
の
基
地
の
ひ
と
つ
で
あ
る
能
古
に
因

む
廻
船
関
係
の
資
料
・物
品
の
ほ
か
、
姪
浜
旦
過
町
に
あ
っ

た
石
橋
家
の
寄
贈
に
よ
る
江
戸
後
期
か
ら
明
治
期
に
わ
た

る
多
く
の
文
書
を
所
蔵
し
て
い
る
。

姪
浜
旦
過
町
石
橋
家
は
、
江
戸
中
期
以
降
筑
前
国
福
岡

藩
下
、
早
良
郡
姪
浜
村
に
お
い
て
廻
船
間
屋
、
酒
造
業
、
醸

造
業
な
ど
を
営
み
、
藩
の
財
政
に
も
貢
献
し
た
よ
う
で
、
藩

か
ら
２０
人
扶
持
（普
）、
歴
代
当
主
は
大
庄
屋
格
（注
こ
と
い
う

地
位
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
地
方
史
は
地
方
ご
と
に
特
有
の
地
域

社
会
を
か
た
ち
づ
く

印

る
異
な
っ
た
階
層
の

可
立
場
か
ら
の
見
方
を

中”れヽｉＰ面べ辛申射押中

調
な
が
ら
、福
岡
藩
あ

寺

る
い
は
黒
田
家
側
の

蠍
文
書
は
相
当
量
残

卵
禁納採設涯卸瑚翻

が
、
い
ず
れ
も
支
配

者
側
、
お
上
側
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
民
側
の
も
の
と
し
て

は
、
福
岡
城
下
湊
町
の
加
瀬
家
に
伝
わ
る
「加
瀬
家
文
書
」

（福
岡
市
博
物
館
所
蔵
）
が
有
名
で
、
そ
れ
に
よ
り
市
部
に
あ

っ
た
有
力
商
人
と
藩
と
の
関
係
、
商
家
一
般
の
様
子
な
ど
を

う
か
が
い
知
る
事
が
で
き
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
姪
浜
石
橋

家
は
早
良
・恰
土
圭
ｂ
摩
郡
役
所
の
管
轄
下
に
あ
り
、
残
っ
て

い
る
文
書
も
郡
部
の
商
家
特
有
の
も
の
、
た
と
え
ば
土
地
・

田
畑
・家
屋
敷
永
代
売
渡
証
文
、
借
用
証
な
ど
も
多
く
、
そ

れ
ら
を
通
じ
て
こ
れ
ま
で
の
歴
史
資
料
に
欠
落
し
て
い
る
部

分
を
埋
め
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
実
際
、
福
岡
藩
西

部
に
つ
い
て
は
残
っ
て
い
る
文
書
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
く
、

そ
の
意
味
で
も
、
石
橋
家
文
書
の
解
読
・解
析
は
、
地
方
史

研
究
へ
の
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
平
成
２０
年
福
岡
市
西
区
姪
浜

地
区
に
お
い
て
、
早
船
正
夫
（代
表
）
、
伊
佐
英
喜
、
原
田
一男
、

原
順
子
、
瀬
戸
美
都
子
、
石
橋
善
弘
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「石

橋
家
文
書
研
究
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。
研
究
会
メ
ン
バ
ー
は
、

い
ず
れ
も
歴
史
学
を
職
業
と
す
る
者
で
は
な
い
が
、
定
期
的

に
相
集
っ
て
文
書
リ
ス
ト
の
作
成
、
解
読
・解
釈
な
ど
に
あ

た
り
、
す
で
に
相
当
の
成
果
を
得
て
い
る
。

興
徳
寺
の
類
焼
被
書
と
替
地

こ
こ
で
は
与
え
ら
れ
た
紙
面
の
都
合
も
あ
り
、
解
読
済
み

の
も
の
の
中
か
ら
、
石
橋
家
文
書
の
う
ち
で
最
も
古
い
も

の
Ｈ
仮
番
号
０
０
１
・
天
和
２
（
１
６
８
２
）
年
興
徳
寺
の

類
焼
被
害
に
と
も
な
う
替
地
通
知
書
日
を
ひ
と
つ
だ
け
紹

介
し
よ
う
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
天
稲
２
（１
６
８
２
）
年
春
、
姪
浜
下
野

間
（現
福
岡
市
西
区
姪
浜
６
丁
目
付
近
）
に
あ
っ
た
興
徳
寺

が
類
焼
被
害
に
あ
っ
た
た
め
、
崇
福
寺
の
末
寺
光
明
寺
跡

（現
在
の
興
徳
寺
の
場
所
、
福
岡
市
西
区
姪
浜
５
丁
目
）
に

替
地
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
テ」
の
よ
う
な
場
合
、
元
の
場
所

は
召
し
上
げ
ら
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
興
徳
寺
が
由
緒

あ
る
古
寺
で
あ
る
の
で
そ
の
ま
ま
新
し
い
場
所
を
拝
領
さ
せ

る
、
替
地
後
の
年
責
・諸
公
役
は
従
前
通
り
免
除
す
る
と
し

て
い
て
、
興
徳
寺
側
に
取
っ
て
極
め
て
寛
大
な
措
置
を
通
知

し
て
い
る
。
ま
た
、
替
地
に
際
し
て
、
清
芳
軒
圭
一楽
院
（注
こ
・

猫
天
神
・白
遵
寺
跡
・古
畠
等
を
除
い
た
旧
跡
地
の
面
積
を

４
反
５
畝
２８
歩
（約
１
３
７
８
坪
）と
確
定
し
て
い
る
。

な
お
、
テ」
の
替
地
通
知
書
の
差
出
人
は
崇
福
寺
奉
行
首
座

（し
ゅ
そ
）
、
報
首
座
、
覚
林
で
あ
る
。
ま
た
、
土
地
の
引
渡
し

保
証
人
に
は
黒
田
藩
中
老
の
立
花
勘
左
衛
門
の
ほ
か
に
、
関

与
兵
衛
、伊
丹
伊
兵
衛
が
名
を
つ
ら
ね
て
い
る
。

朽

み
ぅ
か

歩

絡

ウ

松

各

降
町

タ

ー

一ソ
絡
Ｌな
及
多
幣
か
ぶダ

修
陥

す

打

″塚

祐

材

す
八
イ

揚

告

擦

骸

殆
ヒ

″

九重

津
徐

襟

劇
を

行

総

材

絡

ゑ

と
拓

控

ｋ

琢

洗

溢

修
れ

核

材

―

ｒ人
′″
カ
キ
ユ
ロ
　
　
弔
形
轡

・印

玖

絡
ｆ

著

私々

・仮番号001:興 徳寺の類焼被害に伴う替地通知書=天和2(1682)年 =
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文
＝
の
概
要
は
以
１１
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
「当
時

姪
浜
に
沢
山
あ
っ
た
塔
頭
の
位
置
か
ら
い
え
ば
、
い
ま
の
場

所
は
奥
に
あ
り
す
ぎ
る
」
と
感
じ
て
い
た
方
も
あ
ろ
う
が
、

そ
の
よ
う
な
方
々
に
と
っ
て
は
、
テじ
の
文
書
に
よ
っ
て
興
徳

寺
が
現
在
地
に
あ
る
事
情
が
納
得
で
き
る
待
で
あ
る
。他
方
、

藩
ｉ
黒
＝
家
の
市
提
寺
で
あ
る
紫
柄
寺
側
に
こ
れ
に
対
応

す
る
文
書
が
残
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
引
渡
し
保
証
人
の
関

与
共
衛
、
伊
丹
伊
兵
衛
と
は
い
か
な
る
人
物
か
、
そ
も
そ
も

こ
の
火
事
の
発
生
は
天
和
２
年
の
何
月
何
日
で
、
そ
の
規
模

に
つ
い
て
他
に
記
録
が
あ
る
か
ど
う
か
な
ど
の
新
し
い
疑
問

楠
の
Ｆ
木
が
見
事
な
興
徳
寺
境
内

点
が
出
て
く
る
。

さ
ら
に
、
崇
柄
寺

と
興
徳
寺
の
問

で
や
り
取
り
さ

れ
た
文
書
の
写

し
が
何
故
石
橋

家
に
残
っ
て
い
た

の
か
な
ど
疑
問

は
つ
き
な
い
ず
」

の
よ
う
な
疑
問

点
を
ひ
と

つ
ひ

と
つ
解
明
す
る

事
が
地
方
史

ヘ

の
貢
献
に
な
る

で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
ア」
の
小
文
を
契
機
と
し
て
能
市
博
物
鮒

所
蔵
の
「石
橋
家
文
書
」
に
つ
い
て
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
け

れ
ば
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。
ま
た
、
木
尾
な
が
ら
、
興
徳
寺
の

歴
史
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
ご
教
示
い
た
だ
い
た
九
州
大
学
服

部
英
雄
教
授
（日
本
史
）
に
お
礼
を
中

・
１１
げ
た
い
。

注
ｌ
Ｌ
慶
応
分
隈
帳
」
に
よ
る
と
２０
人
扶
持
と
な
っ
て
い
る

が
、
江
戸
末
期
に
な
る
と
藩
の
財
政
も
苦
し
く
な

り
、
そ
の
た
め
市
部
・
郡
部
を
問
わ
ず
富
裕
層
か
ら

金
を
集
め
て
は
、
そ
の
お
返
し
と
し
て
扶
持
を
乱
発

し
た
模
様
で
、
石
橋
家
に
は
天
保
５
（１
８
３
４
）
年

‐２
月
付
け
で
５０
人
扶
持
を
受
け
た
と
い
う
記
録
が
残

っ
て
い
る
。

注
２
告
大
庄
屋
」
と
「大
庄
屋
格
」
は
別
物
で
あ
る
。
前
者
は

多
数
あ
っ
た
庄
屋
の
中
か
ら
指
名
さ
れ
た
者
、
そ
れ

に
対
し
て
後
者
は
、
落
へ
の
貢
献
の
著
し
い
者
な
ど
に

家
の
「格
」
と
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

注
３
ｏ清
芳
軒
の
「清
」
と
三
楽
院
の
「楽
」
を
と
っ
て
で
き
た

の
が
、
現
在
の
「清
楽
寺
」
で
あ
る
。

［筆
者
紹
介
］
い
し
ば
し

よ
し

ひ
ろ
　
昭
和
１０
年
（１
９
３
５
）福

岡
市
姪
浜
町
に
生
ま
れ
る
。
福
岡

師
範
学
校
（現
福
岡
教
育
大
学
の

前
身
）付
属
小
・中
学
校
、修
猷
館

高
校
、東
大
院
卒
。名
古
屋
大
学
名

誉
教
授
。理
学
博
士
。

☆
「海
の
部
屋
」
と
「国
野
原
ホ
ー
ル
」の
ご
案
内
☆

季
節
ご
と
の
句
会
や
研
修
会
、
サ
ー
ク
ル
の
発
表
会
や
反
省

会
な
ど
、
色
ん
な
集
ま
り
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。
博
多
湾
の
「
へ
そ
」

と
言
わ
れ
る
緑
豊
か
な
能
古
島
で
、
の
び
の
び
と
心
ゆ
く
ま
で
、

し
か
も
手
軽
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ふ
た
つ
の
広
い
部

屋
を
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
料
金
で
用
意
い
た
し
ま
し
た
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□

設
備
の
内
容

・海
の
部
屋
Ｈ
館
内
で
一番
眺
め
の
良
い
部
屋
＝
写
真
＝
。
目
の
前
の
博
多

湾
か
ら
対
岸
の
ビ
ル
群
ま
で
見
渡
せ
ま
す
。ジ
オ
ラ
マ
ケ
ー
ス
を
兼
ね

た
特
注
の
大
型
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
１０
人
座
れ
ま
す
。
窓
際
の
椅
子

を
使
え
ば
２０
人
位
は
可
能
。
隣
の
喫
茶
ヨ
ー
ナ
ー
に
醸
金
方
式
の
飲

み
物
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

・日
野
原
ホ
ー
ル
Ｈ
館
内
で
一番
広
い
部
屋
。
新
老
人
の
会
の
日
野
原

重
明
会
長
（９９
歳
）
が
、
島
内
の
子
ど
も
た
ち
に
ズ
叩
の
授
業
」
を
行
っ

た
の
を
記
念
し
て
命
名
し
ま
し
た
。
〈ム議
用
テ
ー
ブ
ル
と
折
り
た
た
み

椅
子
、
マ
イ
ク
を
使
っ
て
約
５０
人
程
度
の
集
会
が
で
き
ま
す
。

□

ご
利
用
料
金

・大
人
ひ
と
り
４
０
０
円
の
入
館
料

プ
ラ
ス
ー
０
０
円
で
、
ど
ち
ら
か
の

部
屋
を
４
時
間
ま
で
利
用
で
き
ま

す
。

（最
低
基
本
料
金

‥
２
時
間
使
用
で

４
、
０

０

０

ロ

・料
金
・開
催
曜
日
、
人
数
、
時
間
、
飲

み
物
な
ど
の
ご
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。

（電
話
０
９
２
１８
８
３
１２
８
８
７
）

（Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
２
１８
８
３
１２
８
８
１
）

・興徳寺と亀井南冥生誕地を掲載した姪浜、愛宕、下山門地区の歴史散策マッえ
=福 岡市西区役所企画課編集=
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展
示

―
Ｉ
Ｌ
海
外
引
揚
げ
の
記
憶
」に
追
い
風

「忘
れ
ま
い
　
博
多
湾
・昭
和
の
歴
史
」

体
験
者
の
話
聞
く
　
樋
日
恵
子
さ
ん
も
参
加

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
『
２
０
１
０
年
、
い
ま
戦
後
引
揚
げ
を
問

う
―
帝
国
崩
壊
と
戦
後
東
ア
ジ
ア
社
会
―
』
が
９
月
１８
日
、

福
岡
市
箱
崎
の
九
大
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
内
「国
際
ホ
ー
ル
」
で

開
か
れ
、
翌
１９
日
は
福
岡
市
博
多
区
や
筑
紫
野
市
の
引
揚

げ
関
連
施
設
跡
を
巡
っ
た
。

▽
主
催
「帝
国
崩
壊
後
の
人
口
移
動
と
社
会
統
合
」
研
究
会
▽
共
催

「引
揚
げ
港
・博
多
を
考
え
る
集
い
」
。
＝
事
務
局
・上
智
大
学
外
国
語
学

部
国
際
関
係
論
　
蘭
（あ
ら
ら
ぎ
）研
究
室
＝

開
館
２０
届
年
記
念
特
別
展
『
博
多
湾
物
語
』
で
「海
外
引

揚
げ
の
記
憶
」
を
取
り
上
げ
、
現
在
も
別
館
２
階
に
展
示
中

の
能
古
博
物
館
で
は
、
「展
示
の
追
い
風
に
し
た
い
」
と
原
寛

理
事
長
、
毛
戸
彰
理
事
ら
３
名
が
参
加
し
た
。

ま
た
小
冊
子
『
博
多
湾
物
語
』
の
手サ
ザ
エ
さ
ん
誕
生
」
で

お
な
じ
み
の
評
論
家
樋
日
恵
子
さ
ん
（
７８
歳
）
も
東
京
か
ら

駆
け
付
け
、
２
日
間
熱
心
に
取
材
し
た
。

×

樋
田
さ
ん
は
能
古
博
物
館
と
の
縁
で
「海
外
引
揚
げ
」
に

着
目
し
、
と
り
わ
け
国
に
よ
っ
て
秘
か
に
開
設
さ
れ
た
医
療

施
設
手厚
生
省
引
揚
援
護
局
二
日
市
保
養
所
」
の
実
態
を
３

年
前
か
ら
追
っ
て
い
る
。
旧
別
法
の
堕
胎
罪
が
存
在
し
た
敗

戦
直
後
、
テ」
の
施
設
で
は
朝
鮮
半
島
や
中
国
・旧
満
州
か
ら

引
揚
げ
て
き
た
女
性
た
ち
の
堕
胎
手
術
や
性
病
の
治
療
が
、

１
９
４
６
年
３
月
か
ら
翌
年
秋
ま
で
極
秘
裏
に
行
わ
れ
た
。

そ
の
数
は
４
０
０
人
と
も
５
０
０
人
と
も
い
わ
れ
る
。

女
性
た
ち
は
数
戦
後
、
旧
ソ
連
軍
の
兵
士
や
現
地
民
に
暴

行
・強
姦
さ
れ
、
妊
娠
し
た
り
性
病
に
罹
っ
た
ま
ま
、
失
意
の

帰
国
を
し
た
。
帰
国
途
上
、
絶
望
の
あ
ま
り
引
揚
船
か
ら
玄

界
灘
に
身
を
投
げ
た
少
女
も
い
た
。
超
法
規
的
な
堕
胎
手
術

は
、
旧
京
城
帝
大
医
学
部
出
身
の
医
師
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。

初
日
の
シ
ン
ポ
で
万
看
護
師
の
村
石
正
子
さ
ん
（
８４
歳
）
に

筑
紫
野
市
在
住
日

が
手
術
に
立
ち
会

っ
た
模
様
を
語

っ

た
。「引

揚
げ
港
・博

多
を
考
え
る
集
い
」

の
会
員
で
、
敗
戦
を

北
朝
鮮
の
国
民
学

校

３
年

（９
歳
）
で

迎
え
た
山
本
千
恵

子
さ
ん
（
７４
歳
）
対

太
宰
府
市
在
住

・

引揚げ孤児収容施設「聖福寮」の役割を説明する「SI
揚港・博多を考える集い」の会員森下昭子さん(83歳)
=写真の中央奥・福岡市博多区の聖福寺山門前で=

の
帰
園
、
父
と
の
再
会
、
極
貧
の
暮
ら
し
、
そ
の
な
か
で
の
高

校
、
大
学
進
学
な
ど
、
生
活
の
基
盤
の
全
て
を
失
っ
た
引
揚

者
な
ら
で
は
の
戦
後
の
半
生
を
、
し
っ
か
り
と
し
た
日
調
で

話
し
た
。

二
日
市
保
養
所
は
壊
さ
れ
て
今
は
跡
形
も
な
い
。
敷
地

の
一角
に
水
子
供
養
の
「お
地
蔵
さ
ん
」
が
祀
ら
れ
、
毎
年
５

月
Ｍ
日
に
関
係
者

が
集
ま
っ
て
供
養
を

す
る
。
そ
の
脇
に
あ

る
「仁
」
の
一文
字
を

大
き
く
刻
ん
だ
自

然
石
の
碑
は
、
レ」
の

場
所

で
行
な
わ
れ

た
医
師
た
ち
の
人
通

的
な
行
為
に
感
動
し

た
児
島
敬
三
さ
ん

（元
修
猷
館
高
校
教

諭

・
故
人
）
が
昭
和

５６
年
３
月
、
自
費
で

建
立
し
た
。

山本千恵子さん(右)と樋口さん。
=引 揚者が上陸した博多港岸壁の近くで=

施設跡見学の一行。原理事長、毛戸理事も加わった。
=筑 紫野市の「仁の碑」前で=

元

中
学

教

員
Ｈ
は
、
父

の
敗

戦

直

前
の
召
集
、

２
歳

の
弟

の
死
、
収
容

所

で
の
越

冬
生
活
、
ソ

連

兵

の
女

狩
り
、
母
と

妹

（
死
産
）

の
死
、
３８
度

線
脱
出
、
３

姉

妹

だ

け

樋田子さんに当時の状況を話す村石正子さん(左)。=筑 紫野市内のホテルで=
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☆
豪
州
・カ
ン
ガ
ル
ー
島
☆

［ケ
ー
プ
ジ
ャ
ー
ビ
ス
～
ぶ
ネ
シ
ョ
ー
航
路
］

早
朝
に
ア
デ
レ
ー
ド
を
バ
ス
で
出
発
し
て
約
２

時
間
。
フ
リ
ュ
ウ
リ
ュ
ウ
半
島
の
突
端
の
町
ケ
ー
プ

ジ
ャ
ー
ビ
ス
か
ら
カ

ー
フ
ェ
リ
ー
で
カ
ン

ガ
ル
ー
島
の
ぶ
ネ
シ

ョ
ー
ヘ
。
シ
ー
ル
・
ベ

イ
自
然
保
護
区
で

ア
シ
カ
Ｈ
写
真
①
Ｈ

を
観
察
し
、
フ
リ
ン

ダ
ー
ズ
・
チ
エ
イ
ス

国
立
公
園
で
は
リ

マ
ー
カ
ブ
ル
ロ
ッ
ク

ス
Ｈ
写
真
②
＝
を
見

学
し
た
。

島
は
１
８
０
２
年
に
英
国
人
の
航
海
士
フ
リ
ン
ダ
ー
ズ
に
よ
っ
て
発
見

さ
れ
た
。
水
と
食
糧
の
不
足
に
あ
え
い
で
い
た
フ
リ
ン
ダ
ー
ズ
た
ち
は
、
偶

然
こ
の
島
に
上
陸
し
、
日
の
前
に
現
れ
た
カ
ン
ガ
ル
ー
を
つ
か
ま
え
て
鋭
え

を
し
の
い
だ
と
い
う
。
そ
の
感
謝
の
意
味
を
こ
め
て
「カ
ン
ガ
ル
ー
島
」
と
名

付
け
た
と
か
。

観
光
客
主
体
の
ダ
イ
ヤ
編
成
　
料
金
は
割
高

フ

ェ

リ

Ｉ

Ｈ

写

真

③

Ｈ

は

Ｓ

Ｅ

Ａ

Ｌ

Ｉ

Ｎ

Ｋ

社

の

運

航

。
直

線
距
離
で
約
２０
辞
。
ダ
ィ
ヤ
は
一応
１
日
８
往
復
組
ん
で
い
る

が
、
確
か
な
の
は
朝
の
２
往
復
と

夕
方
７
時
台
の
１
往
復
の
み
。
そ

れ
も
朝
の
１
往
復
は
冬
季
の
約
１

ヶ
月
間
、
間
引
き
さ
れ
る
。
残
り
の

ダ
イ
ヤ
は
夏
季
の
エ
ー
ズ
に
備
え

た
も
の
。
観
光
客
の
需
要
が
あ
れ

ば
運
航
す
る
。

島
を
訪
れ
た
の
は
冬
季
の
６

月
だ
っ
た
の
で
往
路
は
朝
９
時
発

の
始
発
、
帰
路
は
午
後
７
時
半
の

最
終
便
に
な
っ
た
。
料
金
は
大
人
往
復
８８
が
、
学
生
（１５
～
‐８

歳
）
と
高
齢
者
（要
証
明
書
）
同
７４
が
、
子
ど
も
（８
～
１４
歳
）

同
４８
が
Ｈ
ｌ
豪

ル
ド
８０
数
円
で
換
算
し
て
み
て
欲
し
い
出
。
さ
ほ

ど
安
く
は
な
い
が
、
船
室
は
各
国
の
若
者
で
結
構
賑
わ
っ
て

い
た
＝
写
真
④
＝
。
車
両
の
料
金
は
長
さ
５
財
ま
で
の
普
通

乗
用
革
で
往
復
１
７
２
が
、
自
転
車
は
同
２０
が
だ
っ
た
。

も
や
い
を
取
る
女
性
船
員
　
士冗
店
と
掛
け
持
ち

目
を
ひ
い
た
の
は
操
船
に
従
事
す
る
人
員
の
少
な
さ
。カ
ー

デ
ッ
キ
ヘ
の
車
の
出
し
入
れ
は
係
員
の
指
示
を
仰
ぐ
で
も
な

く
運
転
手
が
ひ
と
り
で
や
っ
て
い
た
し
Ｈ
写
雲
⑤
・バ
ッ
ク
で
入

れ
る
出
、舶
（金
先
で
太

い
も
や
い
（係
留
索
）を

取
る
女
性
船
員
＝
写

真
⑥
日
は
、
終
わ
る
と

船
内
売
店
の
売
り
子

に
早
変
わ
り
。
入
港

す
る
船
か
ら
も
や
い

を
受
け
取

っ
た
男
性

Ｈ
写
真
②
・矢
印
Ｈ
は
、

閑
散
期
の
せ
い
か
乗

船
券
の
も
ぎ
り
を
兼

務
し
て
い
た
。
（Ｎ
）

《
カ
ン
ガ

ル
ー
島
》

ア
デ
レ
ー
ド
の
南

西
約
１
５
０
ゴ
に
位

置
す
る
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
は
３
番
目

に
大
き
な
島
で
、
面

積
は
東
京
都
の
約
２

倍
。
野
生
動
物
の
宝

庫
で
、
カ
ン
ガ
ル
ー
は

も
ち
ろ
ん
、
コ
ア
ラ
、

ア
シ
カ
、
フ
ェ
ア
リ
ー

ペ
ン
ギ
ン
、
ワ
ラ
ビ
ー

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

動
物
が
野
生
で
見
ら

れ
る
。
ま
た
大
自
然

に
よ
っ
て
造
り
出
さ

れ
た
奇
岩
や
鍾
乳
洞

も
す
ば
ら
し
い
。

カンガルー島
ノオ
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督昌B8g貫冒昌暑雪暑曾督轡旨骨暑雪昌暑B骨]昌雪轡督督置占昌昌旨皆骨畳昌
①①①②⑬②②④②⑤①②①④⑮②①⑫④①①⑫②①③④②①⑮②③①②①①①①

友

暑魯昌含暑旨誉昏暑[暑層脅]置督最曇]」借獣曾8富雪昌畠容:骨昏宮暑置自昌督
③②①①②②①②①③⑬①②③①⑤⑭①②②④④③④②①①②①③④⑤①①③①① 敬

称

昌暑雪暑昏昌置魯蟹蛋
蚤昌暑昌暑昌暑母暑曾雪暑醤暑畳暑!皆皆習常」昌合'昌昌骨

①③①④②③◎◎②⑬①②①①①②③③②⑥①①①①①①①⑮②①③②③◎②①④響
は

宮魯]置旨母昌暑]昌昌暑昌昌思昌昌昌冒昌量昌暑居暑昏母g言]昌暑昌号
昌昌暑暑

⑤⑬②④②①①⑮③③①②①②①⑬①②①①②①①③②①③①⑤④①②①①②①①

昌暑]晶倉轡旨畠督畳暑旨暑:]暑ン]昏置昌暑昌握母昌雷雪昌昌昌暑母
曇暑[昌

①②⑤①③②①①①③②②②④①①①①①②⑩②①①①④④①②①①⑥②②③②②

倍昌皆富昌]昌昌昌督営】畠]唇蜃]昌魯雷8宮嶺昌昌昌晶昌;暑昌暑昌畳
①⑮①①①②①①⑤①①①①⑥①②①③②③③⑤①④①④⑤①⑥④②①①②

上出石安足明
野口野藤立石

道親智文晴散
雄 恵 英道人
子

③②①②②⑩
個

善蓉絵昇爵繕ぬ
彰豪千准キ典 賛
三春輔ョ雄会
ミ
 員

②◎③⑬⑬① ^敬
査最係晃堅堅軽
管巳霧最貝」 垂
⑤①②③②①録
寺寺津津多平層選信撹曇自空目
③③②①⑬③巻

原原原原永戸

礼真寛敬野井子澄 最豊警

①②①②③③

余森需醤偏葬
博利文康智鉄
司治子治美夫

①①⑥③①⑥

法

人
協

賛
会

員

（敬
称
時

五
十
土日
順

ｏ
医
療
法
人
　
笠
松
会
　
有
吉
病
院
　
　
　
・
福
岡
メ
デ
ィ
カ
ル
リ
ー
ス

・
税
理
士
法
人
エ
ム
・エ
イ
・シ
ー
　
　
　
　
・
医
療
法
人
恵
光
会
　
原
病
院

・
ギ
ｒ
フ
リ
ー
倉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
（株
）
サ
ン
コ
ー

・
医
療
法
人
社
団
江
頭
会
さ
く
ら
病
院
　
　
・
浄
満
寺

ｏ
医
療
法
人
社
団
度
徳
会
岡
部
病
院
　
　
　
　
ｏ

（株
）
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
シ
ス
ト
青
葉

ｏ
多
々
良
福
社
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
医
療
法
人
　
大
乗
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ご
み
の
里
　
　
　
　
　
福
岡
り
八
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

・
多
々
良
福
社
会
た
い
よ
う
の
里
　
　
　
　
　
ｏ
（株
）
彩
苑

ｏ
（株
）
Ｃ
Ｄ
Ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
（株
首
王
友
技
建
工
業

ｏ
（有
）タ
カ
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス

・　
エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
（株
）
Ｈ
Ｓ
Ｓ
九
州
事
業
部

ｏ
（有
）ト
ー
タ
ル
・サ
ポ
ー
ト
・コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

ｏ
（株
）ホ
ー
ム
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

・
医
療
法
人
社
回

康
徳
会

岡
部
病
院

・
福
岡
住
宅
流
通
サ
ー
ビ
ス
（有
）

ｏ
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
　
土
井
支
店

・
セ
ン
タ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

アクセス ーーーーーー  ー

西鉄バス

」R博多駅 博多口正面Aの りば
30 0、3 0 1、3 0 2番 能古》受‖合場そ子:約50分

天神 三越前lAの りば
300、301、302香 能古渡船場行:約30分

市営地下鉄:「蛭浜駅」下車乗り継ぎ

西鉄バス姪浜駅 南口
98香 能古渡船場行:約15分

タクシー:約10分

市営渡船(フェリ
ー
)

姪浜一能古島間:約10分

能古島渡船場より博物館まで
・徒歩 :約8分

・アイランドパーク行き西鉄バス停
「能古学校前」下車、徒歩下り約3分

問合せ

姪浜旅客待台所TEL 092-881-8709

能古旅客待合所TEL 092-881-0900

開 館 日/毎 週 金曜・土曜・日曜と祝日  開 館時間/10:00～ 17i00(入 館16:30まで)

(注)冬 季(12月～2月)は、年末年始及び展示
物入れ替えなどで長期休館を原則としていま  入 館 料/大 人400円 高校生以下無料
坑御用の場合は事前にお問い合せ願いま曳   ※ 団体の場合は休館日にかかわらずご相談くたさい

35353518353535454556祝     45     56題 晏 |  1 45
45                ｀

ン

※繁忙期はパス、渡船とも臨時便が運行されます。

渡船場からアイランドパークヘの西鉄バス時亥」表… …十一―――一
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